
トレディー競演

羽田空港に到弟したメラ二
夫人(25日)二松本拓也撮
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迎質館にそろって入る
ア夫人(左)と昭憲夫
日午前)二大原一郎撮

メ
ラ
二
ア
夫
人
色
や
柄
生
か
し
華
や
か

令
和
初
の
国
賓
と
し
て
2
8
日
ま
で

来
日
し
て
い
た
米
ト
ラ
ン
プ
大
続
領

夫
妻
。
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
の
装

い
を
専
門
家
に
聞
い
た
。

メ
ラ
ニ
ア
夫
人
が
羽
田
空
港
到
着

時
に
着
た
の
は
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド
「
カ

ル
バ
ン
・
ク
ラ
イ
ン
」
の
シ
ャ
ツ
ド
レ

ス
。
風
景
を
映
し
た
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

柄
だ
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
諒
「
モ
ー
ド
エ

モ
ー
ド
」
編
集
長
の
山
口
八
千
代
さ

ん
は
「
個
性
的
な
柄
の
シ
ャ
ツ
ド
レ

ス
は
爽
や
か
な
印
象
。
ウ
エ
ス
ト
に

細
い
ベ
ル
ト
を
締
め
、
ス
タ
イ
ル
の

よ
さ
が
際
立
っ
て
い
た
」
と
評
す
る
。

「
森
ビ
ル
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
を
訪
れ
た
際
は
、
伊
の

高
級
ブ
ラ
ン
ド
、
ロ
ロ
・
ピ
ア
ー
ナ

の
紺
の
ジ
ャ
ン
プ
ス
ー
ツ
。
同
行
の

安
倍
昭
恵
夫
人
は
、
京
都
の
丹
後
ち

り
め
ん
を
使
っ
た
水
玉
柄
ワ
ン
ピ
ー

ス
。
安
倍
首
相
の
地
元
、
山
口
県
が

拠
点
の
服
飾
メ
ー
カ
ー
「
詩
仙
堂
一

の
も
の
と
い
う
。

本
紙
連
載
「
ス
タ
イ
ル
ア
イ
コ
、
/
一

の
筆
者
で
服
飾
史
家
の
中
野
香
織
さ

ん
は
「
白
の
パ
イ
ピ
ン
グ
(
嫁
取
り
)

の
あ
る
テ
ー
ラ
ー
ド
カ
ラ
ー
で
知
的

な
雰
囲
気
の
メ
ラ
ニ
ア
夫
人
と
、
か

わ
い
ら
し
く
ポ
ッ
プ
な
印
象
の
暗
愚

夫
人
。
装
い
は
対
照
的
」
と
話
す
。

大
相
撲
観
戦
で
の
メ
ラ
ニ
ア
夫
人

は
、
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
、
ロ
ー
ラ
ン
・
ム
レ
の
ド
レ
ス
。

「
鎖
骨
の
見
え
る
カ
ッ
ト
が
特
徴
的
。

華
や
か
で
女
性
ら
し
い
チ
ェ
リ
ー
ピ

ン
ク
が
、
魅
力
を
引
き
立
て
て
い
る
」

と
山
口
さ
ん
。

昭
恵
夫
人
の
グ
レ
ー
の
ワ
ン
ピ
ー

ス
は
、
天
津
憂
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で

七
宝
柄
を
プ
リ
ン
ト
。
中
野
さ
ん
は

昭恵夫人「和」生かしポップに

森
ビ
ル
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
視
察
す
る

メ
ラ
二
ア
夫
人
(
左
)
と
昭
恵
夫
人
(
2
6
日
、
A
P
)

大
相
撲
夏
場
所
千
秋
楽
で
、
升
席
で
観
戦
す
る
、
(
奥

左
か
ら
)
安
倍
首
相
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
、
メ
ラ

一
一
ア
夫
人
、
昭
忘
夫
人
(
2
6
日
、
両
国
国
技
館
で
)

「
控
え
め
な
色
や
、
ケ
ー
プ
カ
ラ
十

か
ら
、
暑
い
中
で
も
伝
蔀
を
重
ん
じ

て
、
肌
の
露
出
を
最
小
限
に
し
よ
う

と
の
気
配
り
を
感
じ
た
」
と
い
う
。

中
野
さ
ん
に
よ
る
と
「
外
交
の
場

で
は
相
手
国
に
敬
意
を
表
す
装
い

や
、
自
国
の
製
品
を
身
に
着
け
る
の

が
通
例
」
。
皇
居
や
迎
賓
館
を
訪
れ

た
メ
ラ
ニ
ア
夫
人
は
、
米
の
キ
ャ
ロ

リ
ー
ナ
・
ヘ
レ
ラ
の
白
ド
レ
ス
に
赤

の
ピ
ン
ヒ
ー
ル
。
中
野
さ
ん
は
「
大

続
領
は
赤
の
ネ
ク
タ
イ
、
夫
人
は
白

と
赤
で
日
本
へ
の
敬
意
が
う
か
が
え

た
」
。昭

恵
夫
人
は
日
本
を
ま
と
い
、
メ

ラ
ニ
ア
夫
人
は
自
ら
を
美
し
く
見
せ

る
服
に
重
き
を
お
い
た
よ
う
。
個
性

の
違
い
か
国
柄
な
の
か
、
2
人
の
違

い
が
股
か
ら
見
え
た
。

百
聞

こ
し


